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第10号広報誌 

熊本地震での災害支援活動 

今年4月に発生した熊本地震で当院のリハビリ室に勤務する成松 義啓(なりまつ のりあき)さんが災害支援

のためJRAT(大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会)として益城町に派遣されました。 

「平成28年4月14日M6.5(暫定)熊本県益城町は
震度7、宮崎県北部山沿いは震度5弱。平成28年4
月16日M7.3(暫定)熊本県益城町・西原村は震度
7、高千穂町は震度5強。JRATは震災直後より派
遣支援を開始、私も第4陣として益城町に向かい
ました。避難所には、昼間は高齢者や子供で溢れ
かえっており、若い世代は、片づけや仕事に行か
れていました。また、車中泊の方も多く、グラン
メッセには夜間になると150台程度の車が集まっ
ていました。全国から集まったJRAT隊は、個別対
応・環境整備を中心に他の支援部隊と共に活動し
ました。現在、社会資源の回復、社会保障の回復
により、普段の生活に戻られた方もいますが、依
然として避難所生活を余儀なくされている方が多
くいます。医療的な支援の必要性が低くなったこ
とにより7月26日をもって宮崎JRATも解散しまし
た。今回の震災で死亡者64名、重症者592名、軽
症者1395名(8月1日現在熊本)出ております。一
日も早く元の生活に戻れることをお祈りしま
す。」  

成松 義啓 

 今年も5月から随時、町内外の中学生・高校生による職業体験やふ

れあい看護体験が行われています。（計33名＜予定含＞：田原中3

名、高千穂中6名、上野中1名、高千穂高校16名、延岡星雲高校5名、

五ヶ瀬中等教育学校2名） 

 院内の手術室や透析室など、普段

は見ることのない風景を興味深そう

に見学している姿からは将来の医療

従事者の面影がありました。今回の体験を通して、看護することや

人の命について理解と関心を深める良い機会となったのではないで

しょうか。将来、医療の現場で活躍することを期待しています！！ 

中学生・高校生による職場体験 

宮崎JRAT（筆者は上段左から2番目） 

ミーティングと被災地の状況 

会議室建設に伴うお願い 
  平成28年8月31日～平成29年2月28日の期間、会議室建設に伴い救急車両入口及び病院

～げんき荘間通路への進入禁止、また病院正面玄関前通路は一方通行とし、Uターン禁止

となっております。皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力の程、宜しく

申し上げます。 



 

【平成28年度外来診察表】 

※1：眼科予約は、平日、月・火・木曜日の午後2時から午後5時まで、電話にて受付けています。 

※2：第3金曜日の小児科は熊大医師が担当する場合があります。6月、7月、9月、10月、12月、2月、3月の 

（ ）は非常勤医師 

【受付時間】 

 7:30～11:30（月～金） 

  
平成28年10月1日より 

診療科 月 火 水 木 金 

内科 

１診 押方 押方 押方 興梠 押方 

２診 伊瀨知 伊瀨知 興梠 伊瀨知 興梠 

３診 黒木（大） 興梠 黒木（大） 黒木（大） 黒木（大） 

４診 黒木（美） 黒木（美） 伊瀨知 黒木（美） 黒木（美） 

神経内科 神経内科は第4金曜日のみ（完全予約制）  

腎臓内科 第1金曜：小倉記念病院医師、第3金曜日：九大病院医師(13：00～14：30)(完全予約制） 

外科 久米 
宮田/10月 

木下/11月 

甲斐田/12月 
久米 担当医 

宮田/10月 

木下/11月 

甲斐田/12月 

整形外科 
塩月 塩月 塩月 塩月 塩月 

松岡 松岡 松岡 松岡 松岡 

眼科※1 （熊大眼科） - （熊大眼科） - （熊大眼科） 

小児科※2 興梠 興梠 興梠 興梠 興梠 

泌尿器科 （矢津田） - （村上） - - 

循環器科 - （済生会医師） - - （済生会医師） 

耳鼻咽喉科 甲斐 甲斐（午前のみ） 甲斐(午後のみ） 甲斐(午前のみ） 甲斐 

皮膚科 （神人） - （福島） - （熊大皮膚科） 

当院では、安心して入院治療を受けていた

だくために、 

①一般病棟 ②地域包括ケア病棟（病床） 

③療養病棟（病床）を設けています。 

一般病棟入院中は、検査や手術、その後の

看護ケア・リハビリテーションを行い、症

状の改善や安定がみられれば退院となりま

す。しかし、手術や治療が終了しても、す

ぐに在宅や施設へ移行するには丌安がある

方もいらっしゃいます。 

在宅あるいは介護施設等に復帰予定ではあ

るが退院に向けての準備が必要な方に、地

域包括ケア病棟があります。 

入院期間の限度は転棟から60日となります

が、主治医をはじめ看護師、専従のリハビ

リテーションスタッフ、医療ソーシャル

ワーカー等が、患者さんの在宅復帰に向け

た準備、相談を積極的に行っていきます。 

 ちなみに、当院の療養病床は、病状は比

較的に安定しているが継続した医療ケアが

必要な患者様を対象とし、在宅または施設

入所等の次の療養の場が決定するまでの病

棟となります。 

病状や経過にあわせて適切な治療を提供さ

せていただくために転棟して頂く事があり

ます。環境が変わることは大変かと存じま

すが、ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

連載！【地域包括ケア病棟】 
第２回 

     高千穂町国民健康保険病院 広報・接遇委員会 

及び 14:00～16:00（耳鼻咽喉科:月水金） 

   15:20～16:30（小児科） 


